
 道路交通法

 （公安委員会の交通規制）

第四条　都道府県公安委員会（以下「公安委員会」という ）は、道路にお。

ける危険を防止し、その他交通の安全と円滑を図り、又は交通公害その他

の道路の交通に起因する障害を防止するため必要があると認めるときは、

政令で定めるところにより、信号機又は道路標識等を設置し、及び管理し

て、交通整理、歩行者若しくは遠隔操作型小型車（遠隔操作により道路を

通行しているものに限る （次条から第十三条の二までにおいて「歩行者。）

等」という ）又は車両等の通行の禁止その他の道路における交通の規制。

をすることができる。この場合において、緊急を要するため道路標識等を

設置するいとまがないとき、その他道路標識等による交通の規制をするこ

とが困難であると認めるときは、公安委員会は、その管理に属する都道府

県警察の警察官の現場における指示により、道路標識等の設置及び管理に

 よる交通の規制に相当する交通の規制をすることができる。

２　前項の規定による交通の規制は、区域、道路の区間又は場所を定めて行

なう。この場合において、その規制は、対象を限定し、又は適用される日

 若しくは時間を限定して行なうことができる。

 （駐車を禁止する場所）

第四十五条　車両は、道路標識等により駐車が禁止されている道路の部分及

び次に掲げるその他の道路の部分においては、駐車してはならない。ただ

し、公安委員会の定めるところにより警察署長の許可を受けたときは、こ

 の限りでない。

一　人の乗降、貨物の積卸し、駐車又は自動車の格納若しくは修理のため

道路外に設けられた施設又は場所の道路に接する自動車用の出入口から

 三メートル以内の部分

二　道路工事が行なわれている場合における当該工事区域の側端から五メ

 ートル以内の部分

三　消防用機械器具の置場若しくは消防用防火水槽（そう）の側端又はこ

 れらの道路に接する出入口から五メートル以内の部分

四　消火栓、指定消防水利の標識が設けられている位置又は消防用防火水

 槽（そう）の吸水口若しくは吸管投入孔から五メートル以内の部分

 五　火災報知機から一メートル以内の部分

 （時間制限駐車区間における駐車の特例）

第四十九条の五　警察署長が公安委員会の定めるところにより時間制限駐車

区間における車両の駐車につき駐車することができる場所及び駐車の方法

並びに駐車を開始することができる時刻及び駐車を終了すべき時刻を指定

して許可をした場合において、当該許可に係る車両が、指定された場所及

び方法で、指定された駐車を開始することができる時刻から駐車を終了す

べき時刻までの間において駐車を開始したときは、当該車両及びその運転

者については、前二条（第四十九条の三第一項を除く ）の規定は、適用。

しない。この場合において、当該車両は、当該指定された駐車を終了すべ

 き時刻を過ぎて引き続き駐車してはならない。

（ ）第四十九条の七　時間制限駐車区間に駐車場法 昭和三十二年法律第百六号

第五条第一項の規定により同法第二条第一号に規定する路上駐車場（以下

この条及び第百十条の二において「路上駐車場」という ）が設置されて。

根拠規定



いる場合における当該路上駐車場に係る道路の部分については、第四十九

 条の規定は適用しない。

２　時間制限駐車区間に設置されている路上駐車場に係る道路の部分のう

ち、駐車場法第六条第一項に規定する路上駐車場管理者によりパーキング・

メーター又はパーキング・チケット発給設備が設置されているものについて

は、当該パーキング・メーター又はパーキング・チケット発給設備を第四十

九条第一項のパーキング・メーター又はパーキング・チケット発給設備とみ

 なして、第四十九条の三の規定を適用する。

根拠規定


